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本論文は、両大戦間期のポーランド語作家であり画家ブルーノ・シュルツ（1892-1942）の絵

画と小説の両方を体系的に論じる初のモノグラフィである。 

シュルツは 1910 年代後半に画家として創作活動を開始し、1920 年代の画家時代を経て、1930

年代に小説家として頭角を現した。小説中心に展開した従来のシュルツ研究では、シュルツの創

作活動は執筆活動の 10 年に限定されることが多い。絵画は小説の「図解」、作者の性格を知る資

料として文学研究において副次的に扱われ、小説と絵画は文学研究と美術史研究という異なる学

問領域に分断されて研究されてきた。 

本論文は 1910 年代末の初期ドローイングから 1930 年代の二つの短編集『肉桂色の店』（1933）

と『砂時計の下のサナトリウム』（1937）まで、シュルツの創作を画家時代に遡って 20 年間と取

ることによって、絵画制度や物語／歴史自体を絵画や小説で問う自己言及的主題をシュルツの作

品に一貫するものとして浮かび上がらせ、絵画から小説までを一つの発展過程のうちに捉える。 

そこから明らかになるのは、シュルツが芸術作品／現実、そしてイメージ／言葉という区分け

を一貫して問い、それに代表される様々な二項対立的図式―像／文字、描く／書く、現実／虚

構、オリジナル／コピーに分類不可能な作品を制作することによって、その問い自体を提示する

ことである。本論文では、こうした特徴を成り立たせるシュルツのものの見方を一つの動的モデ

ルとして記述するとともに、作品というメディアに高い関心を抱き、作品を一個の構造体として

理知的に構築した芸術家であり理論家という新しいシュルツ像を提示する。 

 

本論文は三章から成る。作品成立の順番に従い、第一章で絵画、第三章で小説を扱う。二つの



章をつなぐ第二章では、絵画と文学というジャンルの区分を解消する重要なトポスとして、シュ

ルツの作品に現れる「書物」像に注目し、シュルツにとっての「書物」を視覚的なものと言語的

なものを包括する一つの芸術ジャンルとして読み解く。 

 

ジャンルの異なる作品を通史的に論じるにあたり、本論文が取る方法は次の二つに要約できる。 

第一に、シュルツの作品とその特徴的モチーフに見られる既存の形式や作品の受容の痕跡を分

析の手掛かりとする。シュルツは絵画に関する知識、そして自然科学から文学までの幅広い読書

体験の上に作品を作り上げている。その取り込みの手法の考察を通し、シュルツの作品観とその

展開を明らかにしていく。 

第二に、作品の内部に描かれた事象、出来事の解釈や修辞の分析ではなく、現実、作者、受容

者との関わりの中でシュルツの作品を捉え直す。シュルツに関する一次資料のほとんどが第二次

世界大戦中に失われた事情もあり、従来の文学研究は戦後の再刊本を一次資料に、絵画研究は主

に絵画集再録の複製をもとにした主題論が中心であった。本論文では、1930 年代の初版本と可

能な限りの初出の雑誌、絵画の一次資料に当たり、シュルツが発表した「物」として絵画と小説

本を調査することで、作品の形態や形式、受容に対するシュルツの意識を浮かび上がらせる。 

 

第一章では、これまでほとんど論じられることのなかった 1920 年前後の初期ドローイングが

画中画、額縁の表象、物語画の模倣、見る／見られる関係の視覚化によって、絵画を絵画と認識

する制度自体を前景化する「絵画についての絵画」であることを論じた。 

シュルツは画中画を肖像画の背景に取り込み、前景の人物の注釈として用いるのみならず、画

中画の額縁を拡大し、自身のドローイング自体を一枚の画中画として呈示する。額縁の内部の絵

に描かれた形態が、一枚の平面上のイメージに過ぎないことを画中画という伝統的なモチーフを

用い、対象の具象的形態と空間の客観性を維持しながら示す。絵画平面と絵画を取り巻く環境を

分かつ、作品／現実という境界が、額縁をはじめとする枠取りとそれを境界と読みとるよう訓練

されたまなざし、言い換えれば絵画鑑賞の制度によって仕組まれていることを自ら示す自己言及

的な絵画である。 

さらに、ガラス版画集『偶像賛美の書』（1920-22 作成、1924 連作化）とレオポルド・フォン・

ザッヘル＝マゾッホの小説『毛皮を着たヴィーナス』の関連を通し、『偶像賛美の書』がマゾッ

ホのこの小説の解釈と視覚化として生まれたことを示したうえで、世俗的な現代女性をヴィーナ

スとして表象することによる記号作用の停止と齟齬、それを通した神話祖型の書き換えを両作品

の共通性として指摘した。マゾッホとシュルツは作品に描いた場面を現実に自ら再演し、現実と

作品の境界を無化する点でも共通する。 

シュルツの初期絵画は世紀末の印刷物に流布したエロティックなカリカチュアによくある男

女の像を神話画の様式で描き、神話画や宗教画を頂点とする絵画の主題のヒエラルキー、そして

油彩画と印刷物という媒体のヒエラルキーを一枚の絵画平面上で文字通り解消する。物語性と具

象的形態ゆえに 20 世紀モダニズムに逆行するものとみなされていたシュルツの絵画作品は、実



は伝統的絵画様式やジャンルの特徴を反復しながら絵画表象を問う点で、ラディカルに近代的な

絵画であることが明らかになる。 

 

第二章では、シュルツが作った三つの書物、すなわちガラス版画集『偶像賛美の書』と自作挿

絵入りの短編集『砂時計の下のサナトリウム』、小説に描かれた大文字始まりの〈書物〉という

モチーフを横断的に論じることで、シュルツが視覚的なものと言語的なものに分断されずに両者

が隣接、競合、融合する「書物」という新しい芸術ジャンルを提案していることが明らかになる。 

『偶像賛美の書』はガラス版画というイメージのみから成る「書」であり、「刻む」行為によ

って原版が得られる一種の版画でもある。かつては文字は「刻む」ものだったことを考えれば、

ガラス版画の制作行為自体、文字を「書く」と像を「描く」が融合している。この作品は「書」

を言語的なものとみなす聖書以来の伝統に対するアンチテーゼであるうえ、「書」をイメージと

文字に分断されない「場」として取り戻す。 

さらに、版画であり複製可能な『偶像賛美の書』の各セットにシュルツは番号を振り、異なる

表紙をつけ、収録作品をセットごとに変えたうえ、同じ版から刷られたイメージに異なるタイト

ルを与えた。28 枚の原版を基にする版画作品のセットの各々を唯一のものとして呈示するこの

連作は、「オリジナル」が不在のままに異本が増殖する様子を表現し、オリジナル／コピーの境

界の消失も示している。 

シュルツが挿絵を入れた『砂時計の下のサナトリウム』の初版本の挿絵分析からは、シュルツ

が挿絵、短編の並びやその数など、本のあらゆる要素を計算に入れ、複層的かつ立体的な意味の

伝達と生成を可能にする媒体として書物を発見し、構築したことが明らかになる。シュルツの挿

絵には場面に対応しないイメージや同じ構図の反復が見られる。同じ構図ながら細部の異なる二

枚を対として、記述された物語観と書物像を書物それ自体として実演して見せる。シュルツの書

物は一つの構築物であり、絵画と文学に分断されない一つのジャンルとみなすことができる。 

 

第三章では、小説と小説外のテクストを手掛かりに、シュルツの小説を支える基本的世界観と

して、シュルツがトーマス・マンの『ヨセフとその兄弟』から抽出した祖型の反復という物語／

歴史観、そしてゲーテの形態学に通じるメタモルフォーゼと原型論に基づく世界把握を指摘した。

文学のレベルでは、祖型の反復という考えは完全な独創性という概念を否定し、あらゆる作品を

一つの原型から派生する巨大な連関図の中に置く。シュルツはこの作品の理念上のつながりを創

造的に利用し、登場人物の名前や背景の移植によって、独立した作品同士の物語空間を融合し、

接続していく。シュルツの小説に散見され、個別の作家の「影響」と指摘されていた他の作家の

作品に類似するモチーフ群は、シュルツの文学的営みの必然なのである。 

 シュルツの小説のもう一つの大きな特徴をなす変形や変身のモチーフは、植物をメタモルフォ

ーゼの過程として捉え、多様な形態を潜在させる原型からの派生として動物の諸形態を見るゲー

テの形態学的見方に由来し、それはその世界像を得る語り手、その父ヤクブ、それを描くシュル

ツの世界把握のモデルでもある。初期の絵画で視覚的に「見る」ことによって対象を捉えていた



男たちは、第二短編集に至って形態学的ものの見方を身につけ、対象の内部に入り込んで内部か

ら対象を把握して語る、内と外を行き来する他者なき存在に進化する。見ることで対象を「うつ

す」模倣から、再現模倣によらずに対象を立ち上げる作品へ、登場人物たちは芸術家として変貌

を遂げる。 

 

シュルツの作品は芸術を主題とし、作品それ自体がその形而上的な考えを実演して見せる。そ

れは、シュルツが作品をミクロコスモスとみなして環境から切り離すことなく、現実の「物」と

して捉えることに由来する。自ら生きる現実と作品の境界を融解させ、それぞれを互いの一部と

して捉える。だからこそ、その全体の一部であるはずの作品がその巨視的世界観を再現する時、

作品は否応なく作品自体とそれを受容する者を取り込み、芸術作品という「場」に対する問いに

受容者を向かわせる。シュルツの作品は対立するものとして図式化された二項の同質性、そして

一つの対象にそうした対立項が複数重なることを見せ、対立の恣意性を浮かび上がらせる。どち

らかを否定することによってではなく、どちらも包摂する場所＝作品を開く。 

様々な対立を分かつ線を広げ、線を場所に変え、変容というプロセスとして異なるものに同一

の地平を見出す。絵画から小説に一貫してシュルツの作品に見つかるのは、このような想像力で

ある。 


